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はじめに－CALLとは  
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1．CAI」Lの特徴と問題点   

























サEnglish－1angtlage SynOpS主s  




● 在  北京 ，「  世界版行  」   
zai4Bei3jingl Shi4jie4Yin2hang2  
的 一 位  高攻  官員  表示 ，  
de5yil－Wei4gaolji2guanlyuan2biao3shi4  
「 世行 」対  中国   鐘済   
Shi4hang2 dui4Zhonglgu02jinglji4   
改革  友展 的  方向  感到  
gai3ge2falzhan5de5fanglxiang4gan3da04  
鼓舞。●   美園之音  盤  北京  
gu3wユ3   Mei3guo2 zhilyinlzhu4－Bei3jingl   



















は機械では代替しえない発音矯正や個別指導を中心とした授業が可能になる。   
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い恐れがある。CALLシステムのメリットをどのように生かすか，従来の授業  
















摘するように，PCリテラシー の欠如は必ずしも学習意欲を阻害する要因とは  
ならないが，学習者に対する一定の配慮は不可欠である。安易にPCを導入さ  
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2，CALI」システムの現状と展望一何ができるのか  
123   
ここでは，現在のソフトウェアで制作可能なCALLコンテンツとはどのよ  
うなものがあるかについて述べ，具体的にはどのような授業形態が想定できる  
かを明らかにしたい（3）。   
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用を前提とした教材作成が本格化すると考えられる。   
現在，こうしたウインドウズやマッキントッシュを利用して作成するCALL  
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れている教材も多数にのぼるαゆ。   











能もその点を考慮せざるを得ないだろう。   
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が可能であるため，PCリテラシー の低い学生でも受け入れられるメリットが  
ある。だが，逆にいえば，見ているだけで済んでしまうため，学生の理解度を  
測ることはできず，授業での説明の補助や自習用に適している。   






シーが必要になる。   










業形態が考えられる。   
D）ネットワーク機能   
ネットワーク技術の進歩に伴い，遠隔地との交流もメール交換から，文字だ   
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面に隠れて散漫になり   
がちであるとされる。  
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かられつつある（咽。   
以上のようにA，Bの機能を利用したCALL教材が主流を占める。だが，  
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“守株待免”約束尻  
（渦嫡的朋友耽和オー一九八七年一  
在畳床蹄亀学院ノ 用景書机沸故事）  




快，突然撞到了前面不通的一棟樹上○ 井且．立刻就死綽  
用［〉‘相］LBe；好用u5eFuI；不用there15rK）（戚  
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教壇に立っているわけではないのと同様，互いに材料を提供しあい，CALL導  
入のためのハードルを低くして行く必要がある。   
そのための具体的な提案として，次の点が挙げられる。  



















村上公一「中国語教育史・教育法関係著書論文目録稿（1972年以降・国内編）」（名古屋大学中国語学   
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注（1）この点に関しては，原田康也・森田彰「CAI教室工学を考える一語学教育にパソコンを活   
かすために－」（コンピュータを利用した外国語教育のための共同プロジェクト1996年度活動  
報告）で様々な間温点が指摘されている。  







（4）松村文芳・井内善臣「マイクロ・コンピューターの音声情報を利用した中国語自動研修システ   
ムの作成」（人文論集23－1神戸商科大学，1987年），松村文芳「パソコンを利用した中国語の教育  
と研究」（講演要旨二神奈川大学言語研究14，1992年）。るごお，Dos上で動作するCALL教材と  
しては，渡辺宏明「コンピュータによる中国語学習法」（法政大学教養部紀要95外国語学・外国   
文学編，1996年2月）もある。  
（5）林要三「コンピュータ支援の自作中国語学習ソフト（研究室便り）」（帝塚山論集80号，帝塚山   
大学教養学部1994年3月）このなかで，林のCALL開発の契機が松村文芳の研究に触発された  
もので，当初は日本電気製の98マシンで中国語音節表の作成に取り組んだと述べている。ほかに   
林要三のCALL実践に関する論考として，「コンピュータ支援による中国語学習ソフトを開発し   
て」（「東方」166号，東方書店1995年1月），「rハイパー実用漢語」CAI／CALマニュアル（初   
稀）」（帝塚山論集82号，帝塚山大学教養学部ユ995年3月），「サンフランシスコで開催された中文   
電化数学国際研討会に参加して」（帝塚山論集83号，帝塚山大学数養学部1995年7月：中文発表   
原稿も含む）「F中文電化数学国際研討会」」に参加して」（「東方」176号，東方書店1995年11月）  
などがある。  
（6）Djrec亡Orそのものは，現時点ではUnicodeに対応していないため，それぞれの日本語ウイン   




（8）unicodeとは中国，日本，韓国の湊字を包括的に扱える文字コードであり，これを利用するこ   
とによって，フォントの切り替えなしに65000文字にも及ぶ文字を利用できることになる。  
（9）中国語部会「コースウエアの開発（中国語）」（コンピュータ利用教育協議会大会発表，1996年  
7月）及び牧田英二，楊立明，楊連，平林宣和，舛谷鋭，遠藤雅弘「中国語学習支援ソフト開発   
への試み」Fコンピュータ利用教育協議会会誌j（柏書房，1996年12月）   
O．O）例えばWeb上でJavaを利用した文法問題（http：／falcon．cc．ukans．edu／～marianne／grammar．   
html）など。   
仙 田辺鉄「GUI環境における中国語教材のデザイン」（r求索j，1997）  
㈹ http：／www．toho－Shoten．co．jp／pcr／pcr．html参照。これに先立つ林のハイパーカードによる教材   
作成の経緯についてはすでに前述。この林の教材は「実用漢語課本」という最も充実した初級教   
科書をCALL教材化したものであり，現在コースウェアとして利用できる，ほぼ唯一の教材で   
ある。市販化を機に「実用漢語諌本」中の練習問題も教材化され，一層充実した内容になった。  
（131「OnlineChineseパンダと学ぷ中国語」（http：／www．bekkoame．or．jp／～saigusa）はMacromedia  
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社のDirectorで開発したもの。このほか京都大学で多くの学習ソフトウェアを開発しており，   
その中には多くの自習ソフトも含まれる。  
掴卜 村上公一「コンピュータによる中国語教材捷示」（福井大学教育実践研究2ユ，ユ998年）さらに   
具体的な報告として，「OMOによる中国語教材提示」（中国語CAI研究会総会，1997．10早稲田   
大学）がある。なお，OMOとはOracleMediaObject（ウインドウズでハイパーカードと同様の   
機能を持つ）のこと。  
㈹ 前掲注（川参照  
仇匂 新たなWebMallについては，http：／／buri．sfc．keio．ac．jp／～mal1／webmall／に詳しい説明があるほ   
か，Mallのscript（1996q1997）そのものについては，http：／／buri．sfc．keio．ac．jp／～gori／manual／  
index．htmlを参照。かなりコマンドの使い方はHtmlのタグにかなり近いが，Unixのシェルを利   
用しているだけあって，自由度ははるかに高い。  
8巧 拙pノ／ourⅣOrはco町PuSerVe．eOm／わomepagesergab MSAeces5ファイルで必要な語彙を音声付   
きで追加することが可能。  
㈹ 著作権の問題から，市販の電子辞書は自由な編集は出来ないため，パブリックドメインの学習   
辞書の作成が必要になってくると思われる。田辺鉄の試みはhttp‥／／ttanabe．ilcs．hokudai．ac．jp／   
cdicで行われている。   
※本稿は中国語CAI研究会第三国総会（■98年11月21日，立命館大学）での口頭発表に基づくもの   
である。  
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